次世代オープンイノベーション事業　申請書

文部科学省科学技術・学術政策局長　殿

〒　
住所　
機関名　
代表者職・氏名　



次世代オープンイノベーション事業の申請書を以下のとおり提出します。





プロジェクト名
	プロジェクト名
	※プロジェクト名は本事業における取組と目指す姿が簡潔にわかる名称にしてください。なお、機関名は入れなくても構いません。なお、学内外で活用するブランド名称でも構いません。

	プロジェクト概要
	※プロジェクトの内容が端的にわかるように200文字程度で記載してください。



申請機関情報

1. 代表機関
	機関名
	

	代表者名
	※大学の場合は学長、理事、副学長等の役職の方、事業会社の場合は代表取締役を想定。

	代表者所属・役職
	

	所在地
	※所在地（郵便番号を含む）を記載してください。



2. 連携機関
※該当する場合のみ記載。
※複数機関が連携する場合は、以下の表をコピーして記載してください。
	機関名
	

	代表者名
	※大学の場合は学長、理事、副学長等の役職の方、事業会社の場合は代表取締役を想定。

	代表者所属・役職
	

	所在地
	※所在地（郵便番号を含む）を記載してください。










スタートアップ成長支援を通じたブランド戦略
※審査委員が理解しやすいように記載してください。そのため、必要に応じて図表（カラー可）も用いてください。
※特に、本事業の新規性及び既存の取組との相違点について、審査委員に十分理解されるよう留意してください。

1. スタートアップ成長支援の概要（※A4用紙で最大2ページ）
※本事業の支援を受けて実施するスタートアップ成長支援の内容について、以下の2点の全てを含んで概要を記載してください。
· 本補助事業終了後に目指す姿（ブランド戦略、自律化に向けた取組を含む）
· 成長支援の全体像（事業会社や金融機関等のステークホルダーや重点支援先スタートアップとの関係性、スタートアップへの支援内容、人・モノ・金・情報のフローを簡略的に図示）


2. 重点支援先スタートアップ（※A4用紙で最大1ページ）
※本事業では、特定のスタートアップに対する重点支援により、フラッグシップとなる成功事例を生み出すことを目的の一つとしています。支援するスタートアップが決定している場合は、当該スタートアップの社名及び成長ステージ、並びにその選定理由（成長が期待できる理由等）を記載してください。

※現時点において、重点支援先スタートアップが未決定あるいは追加を検討しているなど、事業の実施期間中に支援するスタートアップを決定・追加する計画がある場合は、決定・追加する時期や件数（予定含む）、選定方法等を記載してください。

3. 成長支援機能の詳細（※A4用紙で最大3ページ）
(1) 重点的に実施する取組
1 選定した成長支援機能
※重点的に実施する取組について、以下の表に該当する項目にチェックを入れてください（複数ある場合は複数チェック）。表に例示のない独自項目を提案する場合は、支援機能の名称も記載してください。
表　成長支援機能
	チェック欄
	成長支援機能（大項目）
	成長支援機能（小項目）

	
	オープンイノベーション
	事業会社との連携・協業

	
	
	トップダウンによるマッチングアレンジ

	
	経営支援
	グローバル展開支援

	
	
	ディープテック経営支援

	
	
	資金調達支援

	
	
	人的ネットワークの活用

	
	
	自治体とのマッチング

	
	技術支援
	技術協力

	
	
	共同研究

	
	
	施設・設備の貸与（利便性の向上）

	
	独自項目
	（　　　　　　　　　　　　　　　　　）



2 取組内容
※重点的に実施する取組内容について記載してください。






3 選定理由
※重点的に実施する取組に選定した理由や背景について記載してください。





4 各年度目標
※重点的に実施する取組における定量・定性的目標を年度毎（令和8年度～令和12年度）に記載してください。

(2) 各成長支援機能における具体的な支援内容と数値目標
※（ア）で選択した以外の各成長支援機能（小項目）について、それぞれの取組内容と、各年度目標（定量・定性的目標）を記載してください。
	
●オープンイノベーション
・事業会社との 連携・協業
・トップダウンによるマッチングアレンジ

●経営支援
・グローバル展開支援
・ディープテック経営支援
・資金調達支援
・人的ネットワークの活用
・自治体とのマッチング

●技術支援
・技術協力
・共同研究
・施設・設備の貸与（利便性の向上）


4. ブランド戦略（※A4用紙で最大1ページ）
※スタートアップ成長支援を通じて、VCを含む金融機関、スタートアップ、事業会社等からの大学等の認知・理解・評価をどのような状態へと変化させることを目指すのか、また、その変化を通じて最終的に大学等に対し、どのような具体的な行動を誘発したいのかについて記載してください。

例）ステークホルダーが事業会社のケース
①認知・理解・評価
共同研究のみならず、出資・事業化・販路提供まで一体的に推進できる次世代オープンイノベーション拠点として認識される状態。
②行動
大学発スタートアップの成長に寄与するために、CVC出資、ジョイントベンチャー設立、販路提供を含む事業連携を誘発する。



5. 本事業を通じた組織内改革と自律化へのアクション（※5と6を合わせてA4用紙で最大1ページ）
※本事業では、組織内の制度・組織等の改革を通じて、全組織的かつ持続的な取組とすることを期待しています。現状の課題（組織内外の制度、人事、規程、資金等の課題）とともに、事業終了後どのように持続可能な取組にしていくかについて記載してください。












6. スタートアップ成長支援における既存の取組との関係性及び相違点（※5と6を合わせてA4用紙で最大1ページ）
※本申請内容に関係する他の取組がある場合には、本事業との関係性及び相違点を簡潔に記載してください。特に、国（国立研究開発法人含む）からの委託・補助を受けている取組がある場合は、当該事業名を記載するとともに、本事業とのすみ分けがわかるように記載してください。



スケジュール
※支援予定期間中（最長５年）と支援予定期間終了後３年間の各年度における実施スケジュールについて、記載例を参考に各取組の開始時期と特筆すべきマイルストーンを記載してください。ただし、すべての年度について記載する必要はありません。支援予定期間終了後は、代表機関のブランド戦略と自律化の取組の観点から、本支援終了後の実施内容を記載してください。

1. 重点的に実施する取組（※1と2を合わせてA4用紙で最大3ページ）
	成長支援機能
（小項目）
	取組内容
	事業実施期間
	終了後

	
	
	R8
	R9
	R10
	R11
	R12
	R13
	R14
	R15

	事業会社との連携・協業
	○○による事業会社とスタートアップの連携促進
	着手開始
	プログラム本格実施
	協業案件創出（年間○件）
	
	自走化モデル確立
	SU・企業が集積する拠点化
	
	ユニコーン創出○件）

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	






2. 重点的に実施する取組以外の成長支援（※1と2を合わせてA4用紙で最大3ページ）
※重点的に実施する取組以外の成長支援について実施スケジュールを記載してください。

	成長支援機能
（大項目）
	成長支援機能
（小項目）
	事業実施期間
	終了後

	
	
	R8
	R9
	R10
	R11
	R12
	R13
	R14
	R15

	オープンイノ
ベーション
	事業会社との連携・協業
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	トップダウンによるマッチングアレンジ
	着手開始
	運用プロセスの標準化
	
	
	マッチング創出（年間○件）
	民間主導のマッチング運営
	
	

	経営支援
	グローバル展開支援
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	ディープテック経営支援
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	資金調達支援
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	人的ネットワークの活用
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	自治体とのマッチング
	
	
	
	
	
	
	
	

	技術支援
	技術協力
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	共同研究
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	施設・設備の貸与（利便性の向上）
	
	
	
	
	
	
	
	

	独自項目
	（　　　　　　　　　　　　　　　　）
	
	
	
	
	
	
	
	



実施体制
※本項目では、実施体制についてA4用紙3ページ以内で記述してください。
1. プロジェクトリーダー
	氏名
	
	顔写真

	所属・役職
	
	

	略歴
	

	本事業にかける思いや抱負
	※本事業の顔となるプロジェクトリーダーには、情熱やリーダーシップがあり、固定観念にとらわれず客観的に物事を捉える資質等を有することが求められます。プロジェクトリーダーが感じている課題意識・経験を基にした改善事項・事業達成や改善に向けた抱負など（一例）、本事業にかける思いとしてご自身を一番アピールできる形で自由に記載してください。

	能力・経験等
	※本事業を推進していく上で活かすことのできるプロジェクトリーダーの能力や経験等について記載してください。

	代表機関からのコミットメント等
	※本事業を実施するため、代表機関からプロジェクトリーダーに与えられた権限や、代表機関からのコミットメントについて記載してください。




2. 実施・連携体制
	※代表機関・連携機関の連携体制及び役割を図示してください。必要に応じて、適宜説明を記載してください。なお、枠のサイズは自由に変更いただいて構いません。連携機関がいる場合は、各機関がどの成長支援機能を担うかわかるよう記載してください。



